
法
曹
養
成
制
度
改
革
顧
問
会
議
（
第
８
回
）

文
部
科
学
省
説
明
資
料

平
成
２
６
年
５
月
２
３
日
（
金
）

資料１０ー１

51



法
科
大
学
院
に
お
け
る
平
成
２
６
年
度
の
入
学
者
選
抜
の
状
況

※
１

平
成

１
６

年
度

は
新

制
度

へ
の

移
行

時
に

当
た

る
。

ち
な

み
に

、
平

成
１

７
年

度
の

志
願

者
数

は
４

１
,７

５
６

人
（
▲

３
０

,３
０

６
人

（
▲

７
２

.６
％

）
）
、

入
学

定
員

充
足

率
は

０
．

９
５

（
▲

０
.３

５
（
▲

３
６

.８
％

）
）
。

※
２

入
学

定
員

割
れ

の
法

科
大

学
院

は
、

全
６

７
校

中
６

１
校

（
９

１
％

）
。

こ
の

う
ち

、
入

学
定

員
を

７
５

％
以

上
充

足
し

て
い

る
法

科
大

学
院

は
１

３
校

、
入

学
定

員
が

５
０

％
に

満
た

な
い

法
科

大
学

院
は

４
４

校
。

（
平

成
２

６
年

４
月

１
日

現
在

文
部

科
学

省
専

門
職

大
学

院
室

調
べ

）

志
願

者
数

入
学

者
数

入
学

定
員

充
足

率
※

２

【
参

考
】

入
学

定
員

平
成

２
６

年
度

１
１

,４
５

０
人

２
,２

７
２

人
０

．
６

０
３

,８
０

９
人

前
年

度
（
平

成
２

５
年

度
）

１
３

,９
２

４
人

▲
２

,４
７

４
人

（
▲

１
７

.８
％

）

２
,６

９
８

人

▲
４

２
６

人
（
▲

１
５

.８
％

）

０
．

６
３

▲
０

．
０

３

４
,２

６
１

人

▲
４

５
２

人
（
▲

１
０

.６
％

）

ピ
ー

ク
時

７
２

,８
０

０
人

▲
６

１
,３

５
０

人
（
▲

８
４

.３
％

）

（
平

成
１

６
年

度
※

１
）

５
,７

８
４

人

▲
３

,１
５

２
人

（
▲

６
０

.７
％

）

（
平

成
１

８
年

度
）

１
．

０
３

▲
０

．
４

３

（
平

成
１

６
年

度
※

１
）

５
,８

２
５

人

▲
２

,０
１

６
人

（
▲

３
４

.６
％

）

（
平

成
１

９
年

度
）

1
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5
,5

9
0
 

5
,8

2
5
 

5
,8

2
5
 

5
,8

2
5
 

5
,7

9
5
 

5
,7

6
5
 

4
,9

0
9
 

4
,5

7
1
 

4
,4

8
4
 

4
,2

6
1
 

3
,8

0
9
 

5
,7

6
7
 

5
,5

4
4
 

5
,7

8
4
 

5
,7

1
3
 

5
,3

9
7
 

4
,8

4
4
 

4
,1

2
2
 

3
,6

2
0
 

3
,1

5
0
 

2
,6

9
8
 

2
,2

7
2
 

0

1
,0

0
0

2
,0

0
0

3
,0

0
0

4
,0

0
0

5
,0

0
0

6
,0

0
0

7
,0

0
0

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

（
人

）

（
年

度
）

入
学

定
員

実
入

学
者

（
注

）
グ

ラ
フ

中
、

「
青

い
囲

み
」

は
入

学
定

員
の

ピ
ー

ク
時

か
ら

現
在

ま
で

の
減

少
の

推
移

、
ま

た
、

「
赤

い
囲

み
」

は
実

入
学

者
数

の
ピ

ー
ク

時
か

ら
現

在
ま

で
の

減
少

の
推

移
。

従
来
の

閣
議
決
定
の

数
値
目
標

近
年
の
平
均

合
格
者
数

3,
00

0

2,
00

0

規
模
縮
小
と
志
願
者
減
の

悪
循
環
を
脱
却
し
、

制
度
安
定
化
に
よ
る
法
曹

養
成
基
盤
確
立
に
向
け
た

検
討
が
必
要

①
入
学
定
員
の
削
減
：
平
成
２
２
年
度
か
ら
、
全
て
の
法
科
大
学
院
が
削
減
（
約
３
０
％
の
減
）

②
競
争
倍
率
の
確
保
：
合
格
者
数
を
抑
制
し
、
実
入
学
者
数
も
、
大
幅
減
少
（
約
６
０
％
の
減
）

こ
れ
ま
で
の
成
果

入
学
定
員
の
適
正
化
の
経
過
（
法
科
大
学
院
全
体
の
状
況
）

2
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年
度

志
願

者
数

入
学

定
員

入
学

者
数

法
学

既
修

者
法

学
未

修
者

平
成

１
６

年
度

7
2
,8

0
0

5
,5

9
0

5
,7

6
7
 

(9
9
.7

)
2
,3

5
0
 

(1
0
8
)

3
,4

1
7
 

(9
4
.8

)

平
成

１
７

年
度

4
1
,7

5
6

5
,8

2
5

5
,5

4
4
 

(9
5
.9

)
2
,0

6
3
 

(9
4
.7

)
3
,4

8
1
 

(9
6
.6

)

平
成

１
８

年
度

4
0
,3

4
1
 

5
,8

2
5

5
,7

8
4
 

(1
0
0
)

2
,1

7
9
 

(1
0
0
)

3
,6

0
5
 

(1
0
0
)

平
成

１
９

年
度

4
5
,2

0
7
 

5
,8

2
5

5
,7

1
3
 

(9
8
.7

)
2
,1

6
9
 

(9
9
.5

)
3
,5

4
4
 

(9
8
.3

)

平
成

２
０

年
度

3
9
,5

5
5
 

5
,7

9
5

5
,3

9
7
 

(9
3
.3

)
2
,0

6
6
 

(9
4
.8

)
3
,3

3
1
 

(9
2
.4

)

平
成

２
１

年
度

2
9
,7

1
4
 

5
,7

6
5

4
,8

4
4
 

(8
3
.7

)
2
,0

2
1
 

(9
2
.7

)
2
,8

2
3
 

(7
8
.3

)

平
成

２
２

年
度

2
4
,0

1
4
 

4
,9

0
9

4
,1

2
2
 

(7
1
.3

)
1
,9

2
3
 

(8
8
.3

)
2
,1

9
9
 

(6
1
.0

)

平
成

２
３

年
度

2
2
,9

2
7
 

4
,5

7
1

3
,6

2
0
 

(6
2
.6

)
1
,9

1
6
 

(8
7
.9

)
1
,7

0
4
 

(4
7
.3

)

平
成

２
４

年
度

1
8
,4

4
6
 

4
,4

8
4

3
,1

5
0
 

(5
4
.5

)
1
,8

2
5
 

(8
3
.8

)
1
,3

2
5
 

(3
6
.8

)

平
成

２
５

年
度

1
3
,9

2
4

4
,2

6
1

2
,6

9
8

(4
6
.5

)
1
,6

1
7

(7
4
.2

)
1
,0

8
1

(3
0
.0

)

平
成

２
６

年
度

1
1
,4

5
0

3
,8

0
9

2
,2

7
2

(3
9
.3

)
1
,4

6
1

(6
7
.0

)
8
1
1

(2
2
.5

)

※
(

)内
の

数
字

は
、

ピ
ー

ク
時

を
10

0と
し

た
と

き
の

割
合

•
司
法
試
験
合
格
率
の
低
迷
等
を
背
景
に
、
法
科
大
学
院
志
願
者
数
や
入
学
者
数
が
減
少
。

•
特
に
、
法
学
未
修
者
（
主
と
し
て
社
会
人
、
法
学
部
以
外
の
出
身
者
）
が
大
幅
に
減
少
。

志
願
者
数
、
入
学
定
員
及
び
実
入
学
者
数
の
推
移

3
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2
2
年

表
明

姫
路
獨
協
大
学

（
2
3
年

4
月

停
止

、
2
5
年

3
月

廃
止

）

2
3
年

表
明

大
宮
法
科
大
学
院
大
学

（
2
5
年

4
月

停
止

）

※
桐

蔭
横

浜
大

学
と

統
合

2
4
年

表
明

明
治
学
院
大
学

（
2
5
年

4
月

停
止

）

駿
河
台
大
学

（
2
5
年

4
月

停
止

）

神
戸
学
院
大
学

（
2
5
年

4
月

停
止

）

2
5
年

表
明

東
北
学
院
大
学

（
2
6
年

4
月

停
止

予
定

）

大
阪
学
院
大
学

（
2
6
年

4
月

停
止

予
定

）

島
根
大
学

（
2
7
年

4
月

停
止

予
定

）

大
東
文
化
大
学

（
2
7
年

4
月

停
止

予
定

）

2
6
年

表
明

信
州
大
学

（
2
7
年

4
月

停
止

予
定

）

東
海
大
学

（
2
7
年

4
月

停
止

予
定

）

関
東
学
院
大
学

（
2
7
年

4
月

停
止

予
定

）

新
潟
大
学

（
2
7
年

4
月

停
止

予
定

）

龍
谷
大
学

（
2
7
年

4
月

停
止

予
定

）

久
留
米
大
学

（
2
7
年

4
月

停
止

予
定

）

鹿
児
島
大
学

（
2
7
年

4
月

停
止

予
定

）

香
川
大
学

（
2
7
年

5
月

停
止

予
定

）

1
,0

8
0
 

1
,2

4
5
 

1
,2

4
5
 

1
,2

4
5
 

1
,2

4
5
 

1
,2

3
5
 

9
3
1
 

8
4
6
 

7
6
4
 

5
8
1
 

4
2
6
 

1
,1

1
1
 

1
,1

2
3
 

1
,1

8
9
 

1
,1

1
4
 

1
,0

5
6
 

7
6
1
 

5
1
3
 

4
0
3
 

2
4
4
 

1
6
6
 

1
1
1
 

0

2
0
0

4
0
0

6
0
0

8
0
0

1
,0

0
0

1
,2

0
0

1
,4

0
0

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

（
人

）

（
年

度
）

入
学

定
員

実
入

学
者

な
お
、
上
記
課
題
を
抱
え
る
２
４
校
の
中
に
は
、

・
既
に
学
生
募
集
停
止
を
公
表
し
た
法
科
大
学
院
１
５
校
の
ほ
か
、

・
地
域
適
正
配
置
や
社
会
人
対
応
等
の
特
性
を
有
す
る
法
科
大
学
院
が
含
ま
れ
て
い
る

•
『
合
格
率
に
課
題
が
あ
る
法
科
大
学
院
』
で
は
、
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
、
実
入
学
者
数
が
約
９
１
％
減
と
大
幅
に
減
少

•
学
生
募
集
停
止
を
公
表
し
た
法
科
大
学
院
は
１
７
校
、
ピ
ー
ク
時
の
７
４
校
か
ら
５
７
校
に
減
少

（
参
考
）
学
生
募
集
停
止
を
公
表
し
た

法
科
大
学
院

計
１
７
校

▲
9
1
%

2
2
年
9
月
～

公
的
支
援
の
見
直
し
を
実
施

全
体
の

4
.9
%

司
法
試
験
合
格
率
が
全
国
平
均
の
半
分
未
満
の
法
科
大
学
院
２
４
校
の
状
況

課
題
を
抱
え
る
法
科
大
学
院
の
入
口
な
ど
の
状
況

4
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５
月

８
日

（
木

）
に

開
催

さ
れ

た
中

央
教

育
審

議
会

大
学

分
科

会
法

科
大

学
院

特
別

委
員

会
に

お
い

て
、

以
下

に
掲

げ
た

事
項

に
関

し
、

今
後

直
ち

に
取

り
組

む
べ

き
改

善
方

策
の

進
め

方
の

確
認

と
と

も
に

、
更

に
検

討
す

べ
き

事
項

に
つ

い
て

審
議

を
行

っ
た

と
こ

ろ
。

１
．
直
ち
に
取
り
組
む
べ
き
改
善
方
策
の
今
後
の
進
め
方

２
．
更
に
検
討
す
べ
き
事
項
に
関
す
る
審
議

（
１

）
認

証
評

価
の

抜
本

的
な

見
直

し

（
２

）
共

通
到

達
度

確
認

試
験

（
仮

称
）
の

実
現

に
向

け
た

取
組

（
３

）
法

学
未

修
者

教
育

の
充

実

認
証
評
価
の
適
格
認
定
の
改
善
に
向
け
て
、
評
価
基
準
や
評
価
方
法
等
を

抜
本
的
に
見
直
す
た
め
、
認
証
評
価
に
係
る
省
令
等
の
見
直
し
等
に
着
手

２
６
年
度
中
の
試
行
実
施
を
目
指
し
、
検
討
体
制
の
立
ち
上
げ
や
試
験
問
題

の
作
成
準
備
等
に
着
手

法
学
未
修
者
に
対
す
る
法
律
基
本
科
目
の
単
位
数
増
加
や
配
当
年
次
の

在
り
方
等
を
見
直
す
た
め
、
文
部
科
学
省
告
示
の
見
直
し
等
に
着
手

（
１

）
法

科
大

学
院

教
育

と
予

備
試

験
と

の
関

係

（
２

）
飛

び
入

学
等

を
活

用
し

た
法

曹
養

成
の

た
め

の
教

育
期

間
短

縮
の

考
え

方

（
３

）
法

科
大

学
院

に
お

け
る

司
法

試
験

に
関

連
す

る
指

導
方

法
等

の
具

体
的

な
取

り
扱

い

法
科
大
学
院
・
学
生
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
予
備
試
験
の
実
施
状
況

等
に
基
づ
き
、
法
科
大
学
院
教
育
と
の
関
係
か
ら
、
予
備
試
験
の
位
置
づ
け

や
法
科
大
学
院
教
育
と
予
備
試
験
の
内
容
、
法
科
大
学
院
教
育
に
与
え
る

影
響
に
つ
い
て
審
議

こ
れ
ま
で
の
早
期
卒
業
や
飛
び
入
学
の
活
用
状
況
等
を
分
析
し
た
上
で
、

飛
び
入
学
等
を
活
用
し
た
法
曹
養
成
の
た
め
の
教
育
期
間
短
縮
の
考
え
方

を
整
理
し
、
そ
の
円
滑
な
運
用
を
促
進
す
る
方
向
で
審
議

法
科
大
学
院
の
授
業
・
教
育
方
法
等
に
関
し
、
授
業
等
に
お
け
る
司
法
試
験

の
問
題
の
取
り
扱
い
方
な
ど
が
適
切
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
具
体
的
な
取
扱
い

に
関
す
る
考
え
方
を
明
確
化
す
る
方
向
で
審
議

【
参
考
】
中
央
教
育
審
議
会
／
法
科
大
学
院
特
別
委
員
会
に
お
け
る
最
新
の
検
討
状
況
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